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研 究 発表

座 長 　原 田 勝 彦 （水 大 校）

未利用 資源 として の イ カ ・タ コ 由来の コ ラ
ー

ゲ ン の 迅速

調製法の 開発 とそ の 特性

　　　　　　　　　　永井　毅 。°永森恵子 （水 大 校〕
・

　　　　　　　　　　　　　　 山 ド栄 次 （イタ ノ冷 凍 ）

ス ズキ 肝 臓 由来 の グ ル タチ オン ペ ル オ キ シ ダ
ー

ゼ の 精製

と特性 　　　　　　　　永井　毅 ・°行本考潔 （水大校）

ス ナ イ ロ ク ラ ゲ 中膠 β
一N一ア セ チ ル ヘ キ ソ サ ミニ ダ

ーゼ

に つ い て 　　　　　　　 永 井　毅 ・e

渡會祐子 （水 大校 ）

無晒 し カ ジキ 肉か ら濃食塩 水 添 加 法 で 調製した か まぼ こ

ゲ ル の 折 り曲げ 特 性

　　　　　
゜
浜 田 盛 承 ・柳 原聡 子 ・村 川 信博 （水 大校 〉・

　　　　　　　　　 片 山　寂 ・都 留　隆 （  か た や ま ）

座 長　林　健
一

（水 大 校）

甲殻綱 t’脚類の 血 球組成

　　　　　
゜
近藤昌和 。山本明 予 ・高橋幸則 （水 大 校 ）・

　　　　　　　　　　　　　　　　友 永 　進 （山 口大 ）

ク ル マ エ ビ血 球 の 安定 件

　　
゜
近藤 昌和 ・高橋 幸 則 （水大 校）。友永　進 （山 口 大）

ク ル マ エ ビ顆粒球 の 各種異物 に対 す る反応
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関係　　　　　
゜
伊藤行政 ・酒 井 治 己 ・ 鬼頭　鈞 （水 大校）

座 長 　今井 千文 （水 大 校 ）

上 井 ヶ 浜 海 岸 の サー
フ ゾー

ン に 生 息 す る 3 種 の 異 体類

の 出現 と食 性

　　　　　　
゜
中村正 典 ・須 田 有輔 ・町井 紀 之 （水 大 校 ）

2 階式 トロ ー
ル に よ る分離漁獲の 試 み

　　　　　　永 松公 明 （水大 校 ）・平 井良夫 （長大水 ）・

　　　　　　
°
三 重育美 。川俣尚徳 ・井上 　悟 （水大校）

閉 会 あ い さ つ

　　　　　　　 支部担 当埋 事　浜 田 盛 承 （水 産大学 校）
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　未利用資源 と して の イカ ・タコ 由来 の

コ ラ
ーゲ ン の 迅速調製法 の 開発 と そ の 特性

　 　 　 　 　 永 井 　 毅 。°永 森 恵 子 （水 大 校 ）。

　　　　　　　 山下 栄 次 （イタ ノ冷凍 ）

【目的】近年魚市場 ，水 産物 加 工 場 さ ら に 家庭か ら 排 出

さ れ る残査の 処理法 が 問題 に な っ て お り，こ の ま ま廃棄

す れ ば悪臭 の も とに な りか ね な い
。

．一
方，こ れ らの

一．t
部

は 7 イ ッ シ ュ ミ
ール．コニ場 で養殖 魚 用飼料 と して活 用 さ れ

る が 大部 分 は捨 て られ る 。
コ ラ

ーゲ ン は 生 体 に存在 す る

タン パ ク質の 中で最 も含量 が 高 く，健康食品や化粧品な

どに 用 い られ て い る。本研究で は，未利用資源の 有効利

用の
一

環 と して ，水産物加⊥ 場 か ら廃棄 され るモ ン ゴ ウ

イ カ ・シ マ ダ コ に 着 R し，そ の 迅 速 調製法の 開発 な らび

に そ の 特性 を検討 す る こ とを 目的 と した 。

【方法 】 （1）可 溶 化 条 件 の 検 討 ： コ ラ
ー

ゲ ソ を 調 製 す る 場

合，可溶 化 に 要 す る 時 間 が 長 い た め ，可 溶化温 度，ペ プ

シ ン 濃度な ら び に 試料の 形 状を 変え る こ と に よ り検討 し

た。  本改良法を 用 い て 調 製 した コ ラ
ーゲ ン の 諸特性 を

検討した。

【結果】（1）  可溶 化 温 度 ： 口∫溶 化 温 度 の 上 限 は 22℃ で

あ り，こ れ 以 上 の 温 度で は 不 溶化 し た。ペ プ シ ソ 濃度

20％ で す ら可溶化時間は 30 時間で あ っ た （収率 36％）。

  試料の 形状 ：試料 をブ レ ン ダー
に て 粉砕 して 同様 に 検

討 した。22℃，ペ プ シ ン 濃度 5％ で は 可溶 化 時間 は 6

時間 （収率 36％） で あ り，ペ プ シ ン 濃度 10％ とす る と

4 時 間 （収 率35％） に 短縮 さ れ た。ま た ペ プ シ ン 濃度

20％ に して も 可溶化時間の 短 縮は で きな か っ た （収率

35％）。こ れ よ り，口∫溶化温度は 22℃，ペ プ シ ン 濃度 は

10％ で ，試料 を 粉砕 す る こ とに よ り，大 幅 に 可溶化時

間を 短 縮 す る こ とが 可能 とな っ た。（2＞イカ の 酸 可 溶 性 コ

ラ
ーゲ ン とペ プ シ ン 可 溶 性 コ ラ

ーゲ ン の 収 率 は 各 々 約 2

％，35％で あ り，タ コ で は 各 々 ユ0％，63％ で あ っ た 。

  サ ブ ユ ニ
ッ ト組成 ： イ カ は （α1）2 α 2 で あ り，タ コ は

α 1 α2 α3 で あ っ た。（3）ア ミ ノ酸組成 ： どち ら もグ リ シ

ン が 最も多 く，プロ リ ン ，ア ラ ニ ン ，グ ル タ ミソ 酸 も 多

か っ た 。 以 上 よ り，イカや タ コ は ベ タ イン ，タ ウ リン な

どの エ キ ス 成 分 に 富み ，栄 養価が 高い だ け で は な く，コ

ラ
ー

ゲ ン 資源 として 考 え た 場合，従来の 哺乳動物 に と っ

て 代わ る 可 能性 を示唆 した 。

ス ズキ 肝臓由来の グ ル タチ オ ンペ ル オ キ シ ダーゼ の

　　　　　　　　 精製 と 特性

　　　　　 永井　毅 ・°行本 考潔 〔水 大 校 ）

【目的】グル タ チ オ ン ペ ル オ キ シ ダ
ー

ゼ （GSHPx ） は過

酸 化脂質 を除 去 し，活性 酸素 を 防御 す る作 用 を もつ こ と

が知 られ て い る。ま た ，必 須微 量元 素 セ レ ン を含む タ ン

パ ク 質の 中で ，数少 な い セ レ ン 酵 素 で あ る 。 生 体 内 に お
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